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本報告書は、スポーツ庁の令和４年度委託事業として、《NPO
法人スマイルクラブ》が実施した令和４年度障害者スポーツ
推進プロジェクト（特別支援学校運動・スポーツ活動推進事
業）」の成果を取りまとめたものです。 
従って、本報告書の複製、転載、引用等にはスポーツ庁の

承認手続きが必要です。 

 



≪ここから事業完了報告の具体的な取り組み等を記載する。≫ 
 

【本事業概要】 
 

１ 事業名：令和４年度障害者スポーツ推進プロジェクト 
      （特別支援学校運動・スポーツ活動促進等事業） 
２ 事業趣旨： 
    障がい者が生涯にわたってスポーツを実施するための基盤を整備する観点か 

ら、地域（千葉県内）が連携し、そのための人材養成（ボランティア等）から、 
その人材等を活用した障がい者（特別支援学校含む）のための運動・スポーツ 
活動等（スポーツイベントや教室等）を開催し、障がい者スポーツ振興のため 
の体制や方策の充実を促進することを目的とする。 

３ 目標 
  1）【目標 1】「チャレンジスポーツ教室」の開催 
    ※地域スポーツクラブが連携する新たなモデルとしての教室 
    ◆回数 8 月～1月までの 6 か月間で 24 回の開催 
    ◆参加人数 5 人×24 回＝延べ 120 人 
    ◆チャレンジ教室ボランティア養成研修会開催（1回） 
    ※主に発達障がいについての理解と実践の研修（目標 10 人） 
  2）【目標 2】「IDバレーボール大会」（知的障がい者の大会） 
    ◆男女各 10 チーム計 20チーム、200 人 
    ◆オリンピアンをスペシャルゲスト（2 人）として、招待予定 
    ◆千葉県流山市との共催として開催予定 
    ◆近隣 一般中学校、高校等の参加も呼びかけ 
  3）【目標 3】特別支援学校でのスポーツ出前授業 
    ◆校数 特別支援学校延べ 6 校 
    ◆参加人数 20人×6校＝延べ 120 人 
    ◆スポーツ体験会ボランティア養成研修会開催（1回 10 人） 
     ※コロナ感染予防のため人数制限をしながらの実施とする 
     ※車いすを使っての研修会を予定（目標 10 人） 
  4）【目標 4】実行委員会の開催 3 回 
  5）【目標 5】事務局の設置と責任者の配置（通年） 
 
４ 実行委員会の開催と本事業事務局の設置  
  1）実行委員会開催のための実行委員（敬称略、順不同） 
    千葉県特別支援教育課 坂本憲昭 
    千葉県生涯スポーツ振興課 高梨知彦 
    元千葉障がい者スポーツ指導者協議会会長 中島一郎 
    千葉大学 谷藤千香 
    順天堂大学 渡正 
    順天堂大学 尾高邦生 
    日本福祉大学 兒玉友 
    NPO 法人スマイルクラブ理事長 大浜あつ子      
    
  2）本事業推進のための事務局の設置  
    事務局責任者 大浜三平 
    事務局スタッフ 江頭重樹 
    同       藤田優子 
 
 



【本事業概要（全体イメージ図）】 
 
１ 目的 
  障がい者が生涯にわたってスポーツを実施するための基盤を整備する観点から、地
域（千葉県内）が連携し、そのための人材養成（ボランティア等）から、その人材等
を活用した障がい者（特別支援学校含む）のための運動・スポーツ活動等（スポーツ
イベントや教室等）を開催し、障がい者スポーツ振興のための体制や方策の充実を促
進することを目的とする。 

 
２ イメージ図 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ 本事業実績 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

千葉モデル 



４ 本事業のまとめ 
 
 1） 「チャレンジスポーツ教室」の開催  
  ①教室の開催回数が目標数を下回ったにも関わらず（学校行事等の関係）、延べ 
    参加人数は 2 倍以上の達成率であった。 
  ②「ボランティア養成講習会」は目標人数を達成し、教室の運営スタッフとして 
    機能した。    
 
2） 複数の特別支援学校が参加するスポーツ大会の開催 
  ①流山市教育委員会との共催で開催することができ、地域との連携ができた。 
  ②コロナの影響により参加チームは減ったが、健常者も参加したインクルーシブ 
    な大会が開催できた。 
    （合計 11 チーム中、健常者チーム 男子１チーム、女子 1 チーム） 
  ③元オリンピック選手の荒木絵里香氏（東京 2020 大会：女子主将）の協力を得 
    ることができ、大会の盛り上げに一役買っていただけた。  
 
3）特別支援学校でのスポーツ出前授業 
  ①すべての項目において、目標を上回る成果を達成できた。 
  ②実施後のアンケートでは、昨年度より深化した成果を得られた様子が呈された。 
  ③実施後のアンケートでは、今後に向けての多岐にわたる要望が提示され、特に 
    新たな種目の採用について検討する必要がある。 
 
 
５ 本事業の紹介 
  1）「チャレンジスポーツ教室」の開催 （下記チラシ抜粋参照） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



2）チャレンジスポーツ教室の研修と教室の様子 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



3）複数の特別支援学校が参加するスポーツ大会の開催（ID バレーボール大会） 
  チラシ抜粋 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



4）ID バレーボール大会の様子 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



5）特別支援学校での出前授業の様子 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
6）特別支援学校でのアンケート結果 

   ◆参加生徒対象（回収率 47％） 
①アンケート対象者数 319 人 回収数 149 人 回収率 47％  

   
   
 
 
 
  ②今回の授業の感想について 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  「楽しかった」96％、「またやりたい」94％ 
 
   ◆先生対象のアンケート（回収率 100％） 
  ①アンケート回収数 91 人 対象者数 91人 回収率 100％ 
    
 
 
 
 
  ②当日の内容についての評価 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

男性 女性 他 計 ％ 男性 女性 他 計 ％ 男性 女性 他 計 ％ 男性 女性 他 計 ％ 男性 女性 他 計
(1)今回の出前授業
は、児童生徒にとっ
てわかりやすいもの
であったと思います
か？

27 38 0 65 71% 4 20 0 24 26% 0 1 0 1 1% 1 0 0 1 1% 32 59 0 91

(2)今回の出前授業
で、先生ご自身が新
しい情報や知識、技
能の習得ができまし
たか？

14 28 0 42 47% 13 26 0 39 43% 4 3 0 7 8% 1 1 0 2 2% 32 58 0 90

(3)今回の出前授業は
今後の教育活動や教
育実践に役立つと思
いますか？

22 44 0 66 73% 9 15 0 24 26% 0 0 0 0 0% 1 0 0 1 1% 32 59 0 91

(4)先生ご自身は障害
児への体育・スポー
ツ活動についての情
報は十分持っている
と思いますか？

5 4 0 9 10% 19 18 0 37 41% 8 33 0 41 45% 0 4 0 4 4% 32 59 0 91

(5)別の種目について
もこのような出前授
業を受けたいと思い
ますか？

27 50 0 77 85% 4 9 0 13 14% 0 0 0 0 0% 1 0 0 1 1% 32 59 0 91

(6)本日の内容につい
て総合的に満足しま
したか？

30 50 0 80 88% 1 8 0 9 10% 0 1 0 1 1% 1 0 0 1 1% 32 59 0 91

そう思う ややそう思う あまりそう思わない そう思わない 合計



  
  ③当日の内容についての評価グラフ 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    

総合的に満足が 88％ 
 
 
 




